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は
じ
め
に

中
国
漸
江
省
の
天
台
山
は
、
古
く
か
ら
神
聖
な
山
と
さ
れ
て
き
た
が
、
時
代

に
天
台
智
顕
が
、
そ
し
て
唐
代
に
司
馬
承
禎
が
入
山
し
て
以
降
は
、
皇
室
な
ど

の
尊
崇
も
受
け
、
仏
道
双
方
に
わ
た
る
霊
山
と
さ
れ
て
き
た
。
日
本
の
最
澄
や

円
珍
も
訪
れ
て
お
り
、
中
国
の
み
な
ら
ず
東
ア
ジ
ア
の
山
岳
宗
教
を
考
え
る
上

で
重
要
な
山
の
ひ
と
つ
と
な
っ
て
い
る
。

一
方
、
美
し
い
自
然
に
も
恵
ま
れ
て
い
る
こ
の
山
は
、
文
人
た
ち
に
も
注
目

さ
れ
、
東
晋
の
孫
紳
の
「
遊
天
台
山
賦
」
を
は
じ
め
、
孟
浩
然
・
李
白
・
白
居

易

・
欧
防
総
附
・
蘇
帆
と
い

っ
た
名
士
か
ら
無
名
の
詩
人
の
作
品
に
至
る
ま
で
、

数
多
く
の
詩
が
残
さ
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
そ
う
し
た
た
く
さ
ん
の
詩
作
品
を
、

時
代
を
通
し
て
検
討
す
る
こ
と
で
、
当
時
の
人
々
の
抱
い
て
い
た
、
天
台
山
に

対
す
る
イ
メ
ー
ジ
と
そ
の
変
遷
を
明
ら
か
に
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い

か
と
考
え
る
。

本
稿
は
、
こ
う
し
た
観
点
か
ら
、
天
台
山
に
関
わ
る
詩
作
品
を
取
り
上
げ
て

検
討
を
加
え
て
み
よ
う
と
す
る
も
の
で
あ
る
。

今
回
は
、
先
ず
、

詩
作
品
検
討
の
前
提
と
な
る
事
項
を
「
序
説
」
と
し
て
確

認
し
、
そ
の
後
、

六
朝
時
代
以
前
の
作
品
か
ら
三
点
選
ぴ
、
訳
注
を
施
す
。

序
説

天
台
山
詩
を
収
録
す
る
文
献

本
節
で
は
、
天
台
山
に
関
す
る
詩
を
収
録
し
て
い
る
典
籍
に
つ
い
て
該
述
す

る
。天

台
山
に
関
わ
る
詩
を
も
っ
ぱ
ら
収
録
し
て
い
る
選
集
に
、
{
木
李
庚

・
林
師

蔵
等
・
林
表
民
編
集
の
「
天
台
前
集
」
が
あ
る
。
他
に
、
近
人
の
集
注
で
あ
る

許
尚
枢
の
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」
が
あ
る
。
部
見
に
よ
れ
ば
、
選
集
は
こ
の
一

点
で
あ
る
。
そ
の
他
、
明
の
釈
伝
灯
撰
述
の
「
天
台
山
方
外
志
」
、
「
古
今
図
書

集
成
」
で
も
詩
を
集
め
た
部
分
が
あ
る
。
以
下
簡
単
に
そ
れ
ぞ
れ
の
概
要
を
述

べ
る
。

(
一
)

「
天
台
前
集
」
に
つ
い
て
(
附
、

「赤
城
集
」
)

李
庚
ら
の
「
天
台
前
集
」

は
凹
庫
全
書
に
収
録
さ
れ
て
残
っ
て

い
る
。
そ
こ

で
先
ず
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
の
該
当
箇
所
を
掲
げ
、
次
に
こ
の
資
料
に
つ

い
て
の
検
討
を
施
し
て
お
く
。

-

「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
巻

一
八
七

本
第
二
集
所
収
)

・
本
文

集
部
四

O

総
集
類
二

(
本
文
は
珍

【天
台
前
集
三
巻
前
集
別
編

一
巻
簡
集
三
巻
績
集
別
編
六
巻
}
(漸
江
活
態
柱

家
天

一
閣
裁
本
)

案
・
・
是
集
皆
衷
輯
天
台
題
味
。〈
前日集
〉
、
宋
李
庚
原
本
、
林
師
蔵
等
増
修
、
皆

録
唐
以
前
詩
、
成
於
寧
宗
嘉
定
元
年
戊
辰
、
有
郡
守
宣
城
李
兼
序
。〈
前
集
別

編
〉
一

巻
、
則
師
蔵
子
表
民
所
職
補
。
又
附
拾
造
詩
十
二
首
、
有
陳
者
卿
蹴
及

表
民
自
記
、
題
発
未
小
至
、
乃
嘉
定
十
六
年
。〈
縮
集
〉
前
二
巻
亦
李
庚
原
本
、

後

一
巻
則
師
蔵
、
林
登
、
李
次
善
等
所
業
銀
、
皆
宋
初
迄
宣

・
政
問
人
之
詩
、

亦
成
於
嘉
定
元
年
。
後
附
拾
遊
詩
七
首
、
蹴
栴
得
此
於
曾
稽
背
番
者
十
年
、
今

刻
之

〈績
集
〉
後
、
似
亦
矯
表
民
所
題
也
。〈
結
集
別
編
〉
則
表
民
以
所
得
南
波

後
諸
人
之
詩
及

〈縮
集
〉
内
側
載
者
、
次
第
衷
次
而
成
。
前
五
巻
末
有
表
民
自

践
、
題
戊
申
中
秋
、
乃
理
宗
淳
祐
八
年
、
後

一
巻
末
題
庚
成
夏
五
、

則
淳
祐
十

年
。
蓋
父
子
相
縫
瓢
輔
、
歴
四
十
年
而
後
成
書
也
。
庚
字
子
長
、
其
爵
里
無
考
。



惟
李
兼
序
有
「
李
柴
出
其
先
公
御
史
所
哀
文
集
」
語
、
又
有
「
寓
公
李
公
語
」
、

則
嘗
官
御
史
而
流
寓
天
台
者
也
。

師
蔵
字
詠
道
、
臨
海
人
、
嘗
官
州
挙
準
諭
。
表
民
字
逢
吉
、
奥
林
登
、
李
次

苓
仕
履
均
不
可
考
。
表
民
別
有

〈赤
城
集
〉
、
詩
文
兼
載
、
此
集
則
有
詩
而
無
文
。

雌
僅
方
偶
之
賦
詠
、
而
遺
集
論
亡
者
、
毎
蒋
此
以
幸
存
百

一
、
足
矯
考
古
者
採

掠
之
所
資
、
国
首
血
ハ

〈曾
稽
援
英
線
集
〉
諸
書
並
停
不
履
失
。
此
矯
明
初
刊
本
、

而

〈前
集
〉
後
題
「
台
州
州
拳
教
授
挑
宜
中
校
勘
」

一
行
。〈
前
集
別
編
〉
後
題

「台
州
州
準
教
授
萎

一
容
貼
検
」

一
行
。
葦
原
従
宋
刻
翻
鵬
、
放
尚
仰
奮
式
。

惟
毎
集
下
以
元
亨
利
貞
四
字
分
編
。
案
・・
「貞」

乃
宋
仁
宗
嫌
名
、
宋
代
諸
書
例

皆
改
避
、
師
蔵
等
不
賠
於
標
目
之
中
山
側
鯛
廟
詩
、
殆
重
刻
者
所
妄
加
歎
?

-
訓
訳

ほ、
》
し
ト

案
ず
る
に
是
の
集
は
皆
天
台
の
題
昧
を
哀
輯
す
る
な
り
。

〈前
集
〉
は
、
宋
李
庚
の
原
本
、
林
師
蔵
等
の
増
修
、
皆

唐
以
前
の
詩
を

録
す
。
寧
宗
の
嘉
定
元
年
戊
辰
に
成
る
。
郡
守
宣
城
の
李
兼
の
序
有
り
。

〈前
集
別
編
〉
一

巻
は
、
則
ち
師
蔵
の
子

表
民
の
輯
補
す
る
所
な
り
。
又

拾
逃
詩
十
二
首
を
附
す
。
陳
者
卿
の
践
、
及
び
表
民
の
自
記
有
り
。
「
発
未

小
至
」
と
題
す
れ
ば
、
乃
ち
嘉
定
十
六
年
な
り
。

〈績
集
〉
前
二
巻
も
亦
た
李
庚
の
原
本
、
後

一
巻
は
則
ち
師
蔵
、
林
登
、
水
千

次
善
壮
一寸
の
議
録
す
る
所
な
り
、
皆
宋
初
よ
り
宣
・
政
問
迄
の
人
の
詩
な
り
。

亦
た
嘉
定
元
年
に
成
る
。
後
に
拾
遺
詩
七
首
を
附
す
。
蹴
に
「
此
を
曾
稽
の
問

書
に
得
て
十
年
、
今

〈縮
集
〉
の
後
に
刻
す
」
と
栴
す
れ
ば
、
亦
た
表
民
の
題

す
る
所
た
る
が
ご
と
し
。

〈績
集
別
編
〉
は
、
則
ち
表
民
得
る
所
の
、
南
波
後
の
諸
人
の
詩
、
及
び

〈績
集
〉
内
に
閥
載
せ
る
者
を
以
て
、
次
第
に
哀
次
し
て
成
る
。
前
五
巻
末
に

表
民
の
自
蹴
有
り
。
「
戊
申
中
秋
」
と
題
す
れ
ば
、
乃
ち
理
宗
の
淳
祐
八
年
な
り
。

後

一
巻
の
末
に
「
庚
成
夏
五
」

と
題
す
れ
ば
、
則
ち
淳
祐
十
年
な
り
。

け
ん
し
ふ

蓋
し
父
子
相
纏
い
で
甑
輯
し
、
四
十
年
を
歴
し
て
後
に
成
書
す
る
な
り
。

庚
、
字
は
子
長
、
其
の
爵
里
に
考
無
し
。
惟
だ
李
兼
の
序
に
「
李
築
、
其
の

先
公
の
御
史
の
哀
す
る
所
の
文
集
を
出
す
」
の
語
有
り
。
又
た
「
寓
公
李
公
」

の
語
有
れ
ば
、
則
ち
嘗
て
御
史
に
官
し
て
天
台
に
流
寓
す
る
者
な
り
。

師
蔵
、

字
は
詠
道
、

臨
海
の
人
。
嘗
て
州
島
一良
子
諭
に
官
た
り
。

表
民
、
字
は
逢
吉
、
林
査

・
李
次
善
と
仕
履
す
る
も
均
し
く
考
す
べ
か
ら
ず
。

表
民
に
別
に

〈赤
城
集
〉
有
り
。
詩
文
兼
載
す
。
此
の
集
は
則
ち
詩
有
り
て
文

相
川
…

1
v
。(こ
の
集
)
僅
に
方
偶
の
賦
詠
な
り
と
雌
も
、
論
亡
を
辿
集
す
る
者
に
し
て
、

さ
い
せ
き

毎
籍
此
以
て
、
幸
い
に
百
に

一
を
存
す
。
古
を
考
う
る
者
の
採
概
の
資
す
る
所

と
潟
る
に
足
る
。
固
よ
り

〈曾
稽
援
英
総
集
〉
諸
書
の
並
び
に
体
し
て
麿
せ
ざ

る
に
首
る
。

此
れ
明
初
の
刊
本
た
り
て
、

〈前
集
〉
の
後
に
「
台
州
州
向
学
教
授
挑
宜
中
校

勘
」
の

一
行
を
題
す
。〈
前
集
別
編
〉
の
後
に
「
台
州
州
向
学
教
授
萎

一
容
鈷
検
」

の
一
行
を
題
す
。
蓋
し
原
は
宋
刻
に
従
い
て
翻
雌
す
る
な
り
。
故
に
尚
ほ
醤
式

に
仰
る
。
惟
だ
毎
集
の
下
に
「
元
亨
利
貞
」
凹
字
を
以
て
編
を
分
す
。
案
ず
る

に
「
貞
」
は
乃
ち
宋
仁
宗
の
嫌
名
な
り
。
宋
代
の
諸
書
の
例

皆

改

避

す

。

師
蔵
等
膳
に
標
目
の
中
に
お
い
て
額
か
に
廟
詳
に
鵬
れ
る
べ
か
ら
ず
。
殆
ん

ど
重
刻
せ
る
者
の
妄
り
に
加
ふ
る
所
な
ら
ん
か
。

-
語
注

O
哀
繍
・
・
・
ょ
せ
あ
つ
め
る
こ
と
。

O
李
庚
・
・
・
不
詳
。

O
林
附
蔵
・
・
・
不
詳
。

O
李
兼
・
・
・
不
詳
。

O
陳
者
卿
・
:
撰
著
に

『嘉
定
赤
城
士
と
が
あ

O
林
表
民
不
詳
。



る

O
小
至
・:冬
至
の

一
目
前
。

O
林
登
・
・
・不
詳
。

O
李
次
著
・・・不
詳
。

宣

・
政
問
・
政
和

・
宣
和
な
ら
ば
、
徽
宗
末
の
年
号
。
北
宋
末
と
い
う
こ
と
か
。

哀
次
・
・
・
集
め
て
編
次
す
る
。

O
瓢
輯
・:調
査
し
て
集
め
る
。
O
寓
公
李
公
:
・
こ
の
句
、

現
行
本
の
李
兼
の
序
に
な
し
。

O
方
偶
・
:
方
偶
な
ら
ば

一
方
の
隅
。

O
治
亡
・・・沈

み
滅
び
る
。

O
採
掠
・
拾
い
取
る
。

O
合
稽
援
英
総
集
:
・二
十
巻
。
宋
孔
延
之
の

編
。
越
川
の
長
官
で
あ
っ
た
と
き
に
会
穏
に
関
す
る
詩
文
・
金
石
な
ど
八
百
五
簡
を

あ
つ
め
た
も
の
。
存
。
四
庫
全
書
所
収
。

.
解
説
「
四
庫
提
要
」
の
記
事
な
ど
も
参
照
し
な
が
ら
「
天
台
前
集
」
に
つ
い
て
概
観

し
て
お
く
。

本
書
は
も
と
は
「
天
台
集
」
と
い
う
名
で
、
李
庚
な
る
人
物
が
天
台
山
に
関

わ
る
唐
代
以
前
の
人
の
作
品
を
集
め
て
い
た
も
の
で
あ
っ
た
。
こ
れ
に
林
師
蔵

ら
が
補
修
を
加
え
て
三
巻
本
と
し、

南
宋
の
嘉
定
元
年

ご
二

O
八
)
に
世
に

出
し
た
。
こ
れ
と
同
時
に
、
林
師
蔵
の
子
の
林
表
民
が
北
宋
期
の
詩
を
集
め
、

「
天
台
続
集
」

と
し
て

「
天
台
集
」
の
附
録
と
し
た
。
更
に
、
嘉
定
十
六
年

(
一
二
二
三
)

に
至
り
、
林
表
民
が
唐
代
の
詩
を
拾
遣
し

「前
集
別
編
」
と
し

た
。
更
に
淳
祐
八
年
(
一二
四
八
)
と
同
十
年
(
一二
五
O
)
に
、
や
は
り
林

表
民
が
宋
朝
南
渡
後
の
作
品
と
「
天
台
続
集
」
未
収
録
の
作
品
と
を
集
め
た
の

が
「
続
集
別
編
」
で
あ
る
。
林
表
民
に
は
、
他
に
天
台
山
に
関
す
る
詩
文
集
で

あ
る
「
赤
城
集
」
の
編
集
も
あ
っ
た

(こ
れ
に
つ
い
て
は
後
述
)。

本
稿
で
は
、
主
に
麿
代
以
前
の
作
品
を
扱
う
予
定
で
あ
る
こ
と
か
ら
、

「
天
台

前
集
」
「
前
集
別
編
」
収
録
の
詩
に
つ
い
て
あ
ら
ま
し
を
述
べ
て
お
く
。

上
巻
に
は
、
孫
梓
の
賦
な
ど
六
朝
期
の
賦
が
二
篇
、
李
徳
裕
の
賦
が

一
篇
。

謝
霊
運
と
李
巨
仁
な
ど
六
朝
の
詩
が
三
篇
。

唐
玄
宗
以
下
中
麿
ま
で
の
詩
が
五

四

O 

十

一
篇
。
中
巻
に
は
、
中
・
晩
唐
の
詩
が
八
十

一
篇
。
下
巻
に
は
、
晩
唐
や
僧

侶
の
詩
が
五
十
九
篇
。
別
編
に
は
、

秦
時
歌
謡
な
ど
陪
以
前
の
詩
が
七
篇
、

唐

代
の
詩
が
九
十
三
篇
。
拾
遣
に
は
葛
玄
の
詩
が

一
篇
、
唐
代
の
詩
が
十

一
篇
収

録
さ
れ
て
い
る
。
合
計
す
る
と
、
賦
が
三
篇
で
詩
が
三
百
六
篇
、
時
代
で
言
え

ば
、
陪
以
前
の
も
の
が
十
三
篇
で
唐
代
の
も
の
が
二
百
九
十
六
篇
と
な
る
。

唐
代
の
も
の
で
は
全
唐
詩
に
未
収
の
も
の
も
あ
り
(
柳
泌
「
贈
衡
岳
隠
禅
師
」、

李
紳
「
題
龍
宮
寺
南
院
四
上
人
」
、
鄭
燕
「
桐
柏
観
」
等
)
、
ま
た
文
字
の
異
同

の
検
討
の
上
で
も
貴
重
で
あ
る
。

本
稿
で
は
「
前
集
」
と
略
す
。

O 

O
補
説
j
林
表
民
の
「
赤
城
集
」

「
天
台
続
集
」
等
に
関
わ
っ
た
林
表
民
に
「
赤
城
集
」
と
い
う
詩
文
集
が
あ

る
。
し
か
し
四
庫
全
書
所
収
の
現
行
本
は
文
の
み
を
収
録
し、

詩
は
す
べ
て
脱

落
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
参
考
に
四
庫
提
要
の
み
を
掲
げ
て
お
く
。

-
「
四
庫
全
書
総
目
提
要
」
巻

一
八
七

本
第
十
集
所
収
)

圃
本
文

{
赤
城
集
十
八
巻
}
(
漸
江
紬
士
恭
家
離
本
)

宋
林
表
民
編
。
集
中
載
呉
子
良

〈赤
城
嫡
志
序
〉
、
栴
其
字
日
逢
吉
、
輿
撰

〈
天

台
前
集
別
編
〉
之
林
表
民
合
。
又
栴
矯
東
魯
人
、
則
里
貫
互
異
。
蓋
其
先
世
自

曲
阜
徒
臨
海
、
放
従
其
祖
貰
言
之
、
非
別

一
人
也
。
表
民
嘗
締
陳
者
卿

〈赤
城

志
〉
、
復
取
記
志
書
傍
銘
諒
賛
頓
之
文
矯
志
所
不
載
者
杏
而
輯
之
、
以
成
此
集
。

前
有
淳
祐
八
年
呉
子
良
序
、
栴
分
門
菅
枠
、
井
詩
矯

一。

今
此
集
僅
有
文

一
百

集
部
四

O

総
集
類
二

(
本
文
は
珍



八
十
二
首
、
而
無
詩
。
又
明
謝
鐸

〈赤
城
新
志
〉
載

〈赤
城
集
〉
二
十
八
巻
、

有
刻
本
在
内
閣
、
而
此
本
亦
祇
十
八
巻
、
疑
原
本
尚
有
詩
十
巻
、
矯
侍
紗
者
所

脱
供
、
巳
非
完
本
失
。

-
訓
訳

【赤
城
集
十
八
巻
}
(
所
江
飽
士
恭
家
裁
本
)

宋
林
表
民
編
。
集
中
に
呉
子
良

〈赤
城
績
志
序
〉
を
載
す
。
其
の
字
を
栴
し
て

逢
吉
と
日
う
。〈
天
台
前
集
別
編
〉
を
撰
す
る
林
表
民
と
合
す
。
又
た
栴
し
て
東

魯
人
と
鶏
す
。
則
ち
里
貰

互
い
に
異
な
る
。
蓋
し
其
の
先
世
曲
阜
よ
り
臨

海
に
徒
る
。
故
に
其
の
祖
の
貫
に
従
い
て
之
を
言
、っ
。
別
の

一
人
に
非
ざ
る
な

り
。
表
民
嘗
て
陳
者
卿
の

〈赤
城
志
〉
を
蛸
ぐ
。
復
た
記
志
書
停
銘
訴
賛
墳

の
文
の
、
志
に
載
せ
ざ
る
所
の
者
を
取
り
、
着
し
て
之
を
輯
め
、
以
て
此
の
集

を
成
す
。
前
に
淳
祐
八
年
の
呉
子
良
の
序
有
り
。
門
を
分
か
ち
て
菅
秤
す
と
栴

す
。
詩
を
井
せ
て

一
と
矯
す
。
今

此
の
集
僅
に
文

一
百
八
十
二
首
有
る
に

し
て
、
詩
無
し
。
又
た
明
謝
鐸

〈赤
城
新
志
〉
に

〈赤
城
集
〉
二
十
八
巻
を
載

す
。
刻
本
の
内
閣
に
在
る
有
り
。
而
る
に
此
の
本
も
亦
た
祇
だ
十
八
巻
の
み
。

疑
う
ら
く
は
原
本
に
尚
お
詩
十
巻
有
り
て
、
侍
紗
者
の
脱
飲
す
る
所
と
鶏
り
し

な
ら
ん
。
己
に
完
本
に
非
ざ
る
な
り
。

園
語
注

O
林
表
民
:
・
前
掲
。

O
陳
者
卿

〈赤
城
志
〉

・
い
わ
ゆ
る
「
嘉
定
赤
城
志
」。
後
掲
。

O
替
・
;
し
げ
る
、
お
お
う
の
意
だ
が
、
著
集
で
は
あ
つ
め
る
の
意
。

O
淳
祐
八
年

前
掲
の
「
天
台
統
集
別
編
」
成
書
と
同
じ
年
で
あ
る
。

O
菅
梓
・
:
あ
つ
め
る
。
郭
瑛

「
爾
雅
序
」
に
「
替
秤
茜
説
」
と
あ
る
。

(
二
)
伝
灯
「
天
台
山
方
外
志
」

本
書
は
天
台
山
の
地
誌
で
、
撰
者
の
釈
伝
灯
は
、
天
台
山
の
高
明
寺
の
僧
侶
。

万
暦
二
十
九
年

ご

六
O
こ

の
成
書。

「
中
国
仏
寺
志
議
刊
」
第
三
輪
所
収
。

全
三
十
巻
で
、
巻
二
十
七

1
巻
三
十
の
「
文
章
考
」
に
、
明
代
ま
で
の
天
台
山

関
係
の
詩
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
方
外
志
」
と
略
す
。

(
三
)
「
古
今
図
書
集
成」

方
興
業
編
山
川
典
の
、
第

一
百
二
十

一
巻
j
巻

一
百
二
十
五
が
天
台
山
、
巻

一
百
二
十
六
が
桐
相
山
を
対
象
と
す
る
。
こ
の
う
ち
、
巻

一
百
二
十
五
天
台
山

部
芸
文
三
が
詩
で
、
明
代
ま
で
の
詩
を
収
録
し
て
い
る
。
ま
た
巻

一
百
二
十
六

に
も
桐
栢
山
関
係
の
詩
を
若
干
収
録
す
る
。

本
稿
で
は
「
古
今
」
と
略
す
。

(
四
)
許
尚
枢
「
天
台
山
詩
聯
選
注
」

西
安
地
図
出
版
社
の
「
天
台
山
旅
遊
文
化
叢
書
(
全
五
附
こ
の
ひ
と
つ
。
許

尚
枢
の
編
著
。
赤
城

・
桐
栢
な
ど
の
地
域
に
分
け
な
が
ら
、
古
代
か
ら
現
代
に

至
る
詩
を
収
録
し
、
簡
単
な
註
を
施
し
た
も
の
。
日
本
人
の
作
品
や
、
勝
な
ど

も
収
録
し
て
い
る
。

本
稿
で
は
「
許
本
」
と
略
す
。

五



天
台
山
の
詩
(
其
ご

j
六
朝
以
前
(
上

)

j

本
節
で
は
、
六
朝
以
前
の
作
品
か
ら
三
点
を
取
り
上
げ
る
。

-
凡
例

・
丸
数
字
で
、
「
天
台
前
集
」
で
の
タ
イ
ト
ル
を
掲
げ
る
。

-
交
で
「
前
集
」
や
「
許
本
」
で
の
収
録
状
況
を
、
女
で
そ
の
他
の
資
料
に
お

け
る
収
録
状
況
を
述
べ
る
。

-
以
下
、
圃
本
文
と
訓
訳
、
圃
校
勘
、
・
語
注
、
田
口
語
訳
、
-
解
説
、

で
記
述
す
る
。

本
節
で
の
略
称
は
次
の
通
り
。

全
漢
詩
:
・
民
国
丁
福
保
「
全
漢
三
国
晋
南
北
朝
詩
」
五
十
四
巻

先
秦
詩
・
:
近
人
迷
欽
立
「
先
秦
漢
貌
晋
南
北
朝
詩
」

詩
紀
・・
明
鳴
惟
前
「
古
詩
紀
」
百
五
十
六
巻

一
九
八
三
年
刊

①

茅
初

成

昇

天

謡

秦

時

邑

謡

大
前
集
別
鏑
巻

一
、
許
本
巻
七

安
全
漢
詩

・
先
秦
詩
と
も
に
収
録
せ
ず
。

岡
本
文
と
訓
訳

神
仙
得
者
茅
初
成

駕
龍
上
昇
入
太
清

時
下
玄
洲
戯
赤
城

繕
世
而
往
在
我
盈

帝
若
皐
之
胤
嘉
平

神
仙
得
る
者
は
茅
初
成

龍
に
駕
し
て
上
昇
し
太
清
に
入
り

時
に
玄
洲
に
下
り
て
赤
城
に
戯
る

世
を
繕
ぎ
て
而
往
我
が
盈
に
在
り
て

帝
若
し
之
に
皐
べ
ば
臓
を
嘉

平
と
せ
よ

の
}iI真

.
語
注

O
茅
初
成
・
:
茅
滋
の
こ
と
。
初
成
は
字
。
三
茅
真
君
の
曾
祖
父

(ま
た
は
高
祖
父
)
で、

鬼
谷
先
生
に
師
事
し
て
長
生
の
術
を
学
ん
だ
。
華
山
に
入

っ
て
修
行
を
統
け
、
始
皇

三
十

一
年
に
至
っ
て
「
釆
雲
潟
龍
、
白
日
昇
天
」

し
た
と
伝
え
ら
れ
る
。

O
太
清

-
太
清
境
の
こ
と
か
。
道
教
の
最
高
仙
境
で
あ
る
三
清
境
の
ひ
と
つ
。
こ
こ
で
は
俗
な

る
地
上
界
に
対
す
る
聖
な
る
天
上
界
を
代
表
し
て
い
る
の
で
あ
ろ
う
。

O
玄
洲・・・神

町一
一
川
中
の
十
洲
の
ひ
と
つ
。
「
海
内
十
洲
記
」
(
「
漢
貌
叢
書
」

所
収
)
に
「
玄
洲、

在
北

海
之
中
、
戊
亥
之
地
、
方
七
千
二
百
里
、
去
南
岸
三
十
六
商
盟
、
上
有
太
玄
都
、
健

伯
良
公
所
治
」
と
あ
る
。
こ
こ
で
は
地
上
に
あ
る
、
神
仙
の
居
所
を
代
表
さ
せ
て
い

る
の
で
あ
ろ
う
。

O
赤
城
:
・一大
台
山
の
赤
城
山
を
指
す
の
か
は
不
明
で
あ
る
が
、
も

し
そ
う
で
あ
れ
ば
、
赤
城
山
に
言
及
し
た
資
料
と
し
て
か
な
り
古
い
も
の
と
な
る
。

O
種
世
而
往
・
・・
先
世
を
継
承
し
て
以
後
。

O
盈
:
・
茅
盈
の
こ
と
。
字
は
叔
申
。
先
ず

恒
山
で
修
行
に
入
り
、
の
ち
に
句
曲
山
で
得
道
、
昇
仙
し
た
。
ふ
た
り
の
弟
が
お
り
、

兄
の
昇
仙
に
な
ら

っ
て
修
行
を
行
い
、
仙
を
得
た
。
こ
の
三
人
を
総
称
し
て
、

三
茅

真
君
と
い
う
。
あ
る
伝
承
で
は
、
漢
の
元
寿
二
年

(前
二
年
)
に、

天
台
山
の
赤
城

山
で
「
司
命
真
君
」
と
な
っ
た
と
い
う
。
そ
の
後
、
句
曲
山
を
茅
山
と
呼
ぶ
よ
う
に

な
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
茅
山
派
道
教
の
始
祖
と
も
い
え
る
。

O
胤

冬

至
の
後
に
行
う
先
祖

・
百
村
を
祭
る
祭
記
。
服
の
祭
り
を
嘉
平
と
称
し
た

の
は
、
夏
礼
で
あ
る
と
か
、
股
礼
で
あ
る
な
ど
諸
説
が
あ
る
。

-
口
語
訳

神
仙
と
な
り
得
た
の
は
茅
初
成
。

(彼
は
)
龍
が
引
牽
く
車
に
乗

っ
て
、
は
る
か
天
上
界
へ

昇
っ

た
。

時
に
は
地
上
の
玄
洲
へ
下

っ
て
は
、
赤
城
山
で
遊
ん
だ
り
も
し
た
。

そ
の
後
、
世
が
代
わ

っ
て
以
降
、

当
代
で
は
茅
盈
が
あ
る
。



皇
帝
が
彼
に
学
ぶ
な
ら
ば
、
臓
を
嘉
平
と
改
め
る
で
あ
ろ
う
。

.
解
説
脚
韻
は
、
成

・
清

・
城

・
盈

・
平
の
い
ず
れ
も
、
平
水
韻
で
「
庚
平
」
。

許
本
は
「
邑
謡
」
と
題
し
、
撰
者
を
「
秦
逸
名
」
と
す
る
。
こ
の
諮
は
全
漢

詩

・
先
秦
詩
い
ず
れ
も
収
録
し
て
い
な
い
が
、
「
史
記

・
始
皇
本
紀
」
の
集
解

に
引
く

「
太
原
真
人
茅
盈
内
紀
」
な
る
資
料
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

「史
記

・
秦
始
皇
本
紀
」
本
文
に
は

コ二
十

一
年
、
十
二
月
、
更
名
蝋
日
嘉

平
」
と
あ
り
、
「
集
解
」
は
「
太
原
真
人
茅
盈
内
紀
」
な
る
次
の
資
料
を
引
く
。

太
原
真
人
茅
盈
内
紀
日
、
始
皇
三
十

一
年
九
月
庚
子
、
盈
曾
祖
父
様
、
乃

於
華
山
之
中
、
乗
雲
駕
龍
、
白
日
昇
天
。
先日定、

其
邑
諸
歌
目
、

『(
本
諸
)
」。

始
皇
聞
謡
歌
而
問
其
故
、
父
老
具
封
此
仙
人
之
詩
歌
、
勘
清
求
長
生
之
術
。

於
是
始
皇
欣
然
、
乃
有
尋
仙
之
志
、
因
改
蝋
日
嘉
平
。

こ
れ
に
よ
れ
ば
、

茅
諜
の
華
山
に
お
け
る
昇
健
に
先
だ

っ
て
、
こ
の
諮
が
流

行
し
、
そ
れ
を
き
っ
か
け
と
し
て
始
皇
帝
は
神
仙
思
想
に
引
か
れ
る
よ
う
に
な

り
、
臓
の
祭
り
を
嘉
平
と
改
称
し
た
と
い
う
。

「
太
原
真
人
茅
盈
内
紀
」
は
不
詳
だ
が
、
「
太
玄
民
人
東
郷
司
命
茅
君
内
伝
」

と
い
う
書
名
が
「
陪
書
経
籍
志
」

(雑
伝
)
や
「
通
志
」
に
見
え
、
李
遵
の
撰
と

す
る
。
李
遵
に
つ
い
て
は
不
詳
だ
が
、
「
通
志
」
な
ど
が
唐
人
と
す
る
の
に
対
し
、

陳
国
符

「道
蔵
源
流
考」

は
晋
代
の
人
と
し
、

「内
伝
」
も
普
代
に
は
世
に
出
て

い
た
と
す
る

(
「
茅
君
伝」
)
。
ま
た
「
雲
笈
七
銭
」

巻
一

O
四
に
は
「
太
元
異
人

東
山
獄
上
卿
司
命
民
君
伝
」
を
掲
載
し
て
、
史
記
集
解
の
右
記
の
説
話
を
、
謡
歌

も
含
め
て
収
錦
し
て
い
る
。

本
歌
は
、
設
定
上
は
秦
漢
ご
ろ
の
諮
で
あ
る
と
な
っ
て
い
る
が
、
全
漢
詩

・

先
秦
詩
と
も
に
当
該
時
代
の
も
の
と
し
て
収
録
し
て
い
な
い
。
「神
仙
」
の
語
も

六
朝
時
代
以
降
の
も
の
で
あ
ろ
う
。
陳
園
符
の
説
に
よ
れ
ば
、
晋
代
の
仮
託
と

い
う
こ
と
に
な
る
が
、
史
記
集
解
が
初
出
と
考
え
る
と
、
唐
代
ま
で
下
る
か
も

し
れ
な
い
。
七
言
で
、
脚
韻
が
揃

っ
て
い
る
と
い
う
の
も
、
後
世
の
仮
託
を
伺

わ
せ
る
。

②
和
紫
微
右
英
夫
人

王
子
音
[
虞
詰
]

ム
H

天
台
前
集
別
篇
巻

一

-R民詩
運
象
篇
第
三

(
「正
統
道
蔵
」
太
玄
部
所
収
)
、
全
漢
詩
は
未
収
。
先

秦
詩
は
晋
詩
巻
二
十

一
に
楊
裁
の
「
雲
林
輿
衆
真
吟
詩
十
首
」
の
ひ
と

つ
と
し

て
収
録
。
詩
紀
外
集
巻
二。

-
本
文
と
校
勘

夜鮮三寓
芝駕1:我
披 三 金
華秀庭
|峰三畿館

岨
嶋
充
長
機

空各2高
洞 輿I11自
訓自有無
霊|待 遁
音 歌 遁

旺
山
寺
崎
山
可

f
f』
1
イ

圃
校
勘

〈一〉

民
話
作
解
。

高 岨 夜駕 我
唱 l瞬芝をが
ししは 三 金
てて華 秀庭
遁 長 111年 のの
遁きに畿館
す餓披1にを
るえき鮮と寓
無を くし
く充 て
た
す

各
お
の
有
待
の
歌
を
興
す

クb

洞

)1守はて
た霊
如 音
何に
せ訓
んす

ι
LN-cJ
 

h
引

μ'Azr

〈四
〉
民
話
作
酬
。

合
乙

民
話
作
鋒
。
校
注
「
謂
感
作
峯
字
」
。

〈三〉

良
識
校
注

作
冬
。

七



-
語
注

O
金
庭
餓
・:神
鑑
の
館
と
し
て

一
般
名
詞
と
し
て
も
使
わ
れ
る
が
、

「
民
話
」
巻
十

一

に
「
越
桐
柏
之
金
庭
、
呉
句
幽
之
金
陵
、
養
府県之一
稲
境
、
成
林
之
盛
雄
」
と
あ
り、

王
子
普
に
関
わ
る
桐
栢
山
に
あ
る
建
物
だ
と
さ
れ
る
。

O
潟
:
・
訳
注
は

「
去
る
」

と

訳
す
。
辞
書
的
な
意
味
で
は
こ
れ
は
見
あ
た
ら
な
い
。
通
常
は

「卸
す
」
か
ら

「書

き
写
す
」
の
意
味
。

一
年
に
三
度
花
が
咲
く
の
で
言
う
。
訳

O
三
秀
・・・
霊
芝
の
名
。

注
は
、

三
秀
嶺
を
茅
山
と
注
す
る
。

O
後
:
・
地
方
、
田
野
、
境
。

O
鮮
・
・
・
解
に
同
じ
。

O
夜
芝
:
夜
光
芝
の
こ
と
か
。
そ
う
で
あ
れ
ば
、

神
芝
の
ひ
と
つ
。
「
太
平
御
覧
」
巻

九
八
六
に
引
く
「
茅
君
内
伝
」
に、

「句
曲
山
有
利
芝
五
稜
。

::・
第
四
日
名
、
夜
光

芝
。
其
色
育
、
官
正
白
如
李
。
夜
祝
其
官
如
月
、
光
照
洞

一
室」

と
あ
り
、
間
引
く

「神
仙
伝
」
に、

「夜
光
芝
生
於
名
山
之
陰
、
大
谷
涼
泉
金
石
問
。
有
浮
雲一
刻
其
上
」

と
あ
る
。

O
華峰・・
・華
頂
峰
の
こ
と
か
。

O
有
待、加熱待・・・
有
待
と
加
熱
待
を
め
ぐ
る

言
説
は
、
こ
の
歌
も
含
め
た
、
民
話
の
こ
の
箇
所
に
頻
出
。
「
荘
子
・
泊
遁
遊
」
に
お

い
て
列
子
が
風
を
御
し
て
き
ま
ま
に
た
だ
よ
い
、
歩
く
こ
と
か
ら
解
放
さ
れ
て
は
い
て

も
、
な
お
「
風
」
と
い
う
「
所
待
者
」
が
有
る
存
在
で
あ
り
、
加
熱
窮
に
遊
ぶ
「
待
つ

も
の
が
な
い
」
存
在
に
は
及
ば
な
い
と
す
る
論
や
、
「
荘
子
・
斉
物
論
」
の
岡
両
と
景

と
の
対
話
に
お
い
て
、

景
が
自
ら
を
「
吾
有
待
而
然
者
邪
」
と
し
た
の
に
基
づ
く
概

念
で
あ
ろ
う
。
有
待
と
は
、
何
か
に
依
拠
、
依
存
し
て
存
在
し
て
い
る
こ
と
で
、
拍
辺

進
の
境
地
に
至
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
川
県
待
と
は
、
何
者
に
も
依
拠
、
依
存
す
る
こ

と
な
く
絶
対
自
由
を
得
て
い
る
こ
と
。
こ
の
民
話
の

一
連
の
歌
は
、
加
熱
待
を
有
待
よ

り
も
望
ま
し
い
境
地
と
は
考
え
て
居
ら
ず
、
有
無
の
対
立
を
超
え
た
と
こ
ろ
に
新
た
な

境
地
を
見
い
だ
そ
う
と
し
て
い
る
よ
う
で
あ
る
。

O
盤立田
・:
霊
妙
な
る
音
楽
、
あ
る

い
は
音
声
。
「
雲
笈
七
銭
」
巻
十
四
に
引
く

「
霊
宝
洞
玄
自
然
九
天
生
神
掌
経
」

に

「
玉
僚
流
逸
響
、
従
容
虚
妙
話
。
震
立
回
振
空
洞
、
九
玄
縦
幽
爾
」
と
あ
る
。
訳
注
は

神
々
の
言
葉
と
す
る
。
O
訓
・
:
の
ろ
う
。
あ
る
い
は
、
む
く
い
る
の
意
味
で
「
酬
」

)¥ 

に
通
じ
る
と
い
う
。

-
口
語
訳

わ
が
金
庭
の
館
を
去
っ

て
、
馬
車
を
三
秀
の
地
に
と
ど
め
る
。

夜
光
芝
は
華
峰
に
披
き
、
そ
れ
を
か
み
し
め
て
長
い
間
の
飢
え
を
充
た
す
。

高
ら
か
に
歌
っ
て
、
あ
ち
こ
ち
さ
ま
よ
う
こ
と
は
な
く
、
そ
れ
ぞ
れ
有
待
の
歌

を
唱
う
。

ぽ
っ
か
り
開
い
た
空
間
で
神
々
の
言
葉
に
応
酬
す
る
、
加
熱
待
の
方
々
さ
あ
ど
う

で
す
か
。

-
解
説
脚
韻
は
、
平
水
韻
で
は
、
畿

・
機
が
「
微
平
」
、
歌

・
何
が

「
歌
平
」
。

本
歌
は
、
民
詰
に
収
載
さ
れ
て
い
る
。
民
詰
の
本
文
と
訳
注
に
つ
い
て
は
、

吉
川
忠
夫
他
編

『員
詰
校
注
」
(
「
校
注
」
と
略
)
、
「
『異
詰
」凶
器
注
稿
(
一
こ

(「
東
方
学
報
(
京
都
)
」
第
六
十
八
冊
、

一
九
九
六
、
「
訳
注
」
と
略
)
に
よ
る
。

口
語
訳
は
、
訳
注
の
も
の
を
転
載
し
た
。

民
諮
で
は
、
先
ず
王
子
晋
の
記
事
が
二
条
あ
り
、
そ
の
あ
と
に
、
英
王
夫
人

の
歌
、
紫
微
夫
人
が
そ
れ
に
答
え
た
歌
、
続
け
て
本
歌
が
、
桐
柏
山
真
人
の
歌

と
し
て
置
か
れ
、
さ
ら
に
清
虚
真
人
ら
の
歌
が
続
い
て
い
る
。
歌
群
と
し
て
は
、

注
に
も
言
及
し
た
が
、

有
待
と
無
待
の
立
場
を
交
互
に
主
張
し
な
が
ら
最
後
に

は
有
無
の
対
立
を
超
越
し
た
立
場
を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
し
て
い
る
よ
う
に
見

‘え
る
。

天
台
集
が
こ
の
歌
を
収
録
し
た
の
は
、
桐
相
真
人
の
歌
と
明
記
さ
れ
て
い
る

か
ら
で
あ
ろ
う
が
、

天
台
山
と
の
関
わ
り
は
あ
ま
り
感
じ
ら
れ
な
い
。



③
遊
仙
詩

曹

植

カ
天
台
前
集
別
篇
巻
二

安
芸
文
類
従
巻
七
十
八
、
詩
紀
巻

一
回
、
先
秦
詩
上
、
曹
植
詩
校
注
(
「
校

注
」
と
略
)
)

-
本
文
と
訓
訳

人
生
不
満
百

戚
戚
少
軟
娯

意
欲
奮
六
醐

排
霧
陵
紫
虚

蝉
娩
同
松
喬

翻
跡
登
鼎
湖

鞠
朔
九
天
上

勝
轡
遠
行
遊

東
観
扶
桑
曜

西
臨
弱
水
流

北
極
登
玄
渚

南
朔
捗
丹
丘

-
校
勘

人
生
は
百
に
満
た
ず

戚
戚
と
し
て
歎
娯
少
な
し

意

六

闘

を

奮

ひ

し
の

霧
を
排
し
て
紫
虚
を
陵
が
ん
と
欲
す

蝉
脱
す
る
こ
と
松
喬
に
同
じ
く

ひ
る
が
え

跡
を
翻
し
て
鼎
湖
に
登
る

九
天
の
上
を
鞠
朔
し

轡
を
騨
せ
て
遠
く
行
遊
す

か
が
や

東
は
扶
桑
の
曜
け
る
を
腕

西
は
弱
水
の
流
る
る
に
臨
む

北
は
極
め
て
玄
渚
に
登
り

南
は
期
せ
て
丹
丘
に
砂
る

〈一〉

本
集
作
歳
歳
。
康
文
選
向
。
詩
紀
一去、
一
作
登
玄
。

一
作
歳
歳
。

〈
二
〉
本
集
誤
作
哲
。

〈三〉

先
秦
詩
云
、
詩
紀
作
玄
天
。
注
云
、

-
語
注

O
人
生
不
満
百
・
:
人
生
が
百
年
に
満
た
な
い
こ
と
は
、

「古
詩
十
九
詩
・第
十
五
」
(
「
文

選
」
巻
二
十
九
)
に

「
生
年
不
満
百
、
A
Y

巾
懐
千
歳
憂
。
笠
短
苦
夜
長
、

何
不
乗
燭
遊
。

骨
川
祭
賞
及
時
、
何
能
待
来
悲
。
践
者
愛
惜
皆
、
但
矯
後
世
峻
。
仙
人
王
子
喬
、
難
可

興
住寸矧」

と
あ
る
。

O
戚
戚
・
:
愁
い
の
形
容
。
「品川
部川
・
述
而
」
に

「
君
子
坦
務
部
、

小
人
長
戚
戚
(
君
子
は
坦
ら
か
に
務
部
た
り
、

小
人
は
長
く
戚
戚
た
り
ご
と
あ
り
、

「
古
詩
十
九
詩
・
第
一二」

に
「
極
宴
娯
心
・
託
、
戚
戚
何
所
迫

(宴
を
極
め
心
意
を
娯

し
ま
し
む
れ
ば
、
戚
戚
何
ぞ
迫
る
所
あ
ら
ん
)
」
と
あ
る
。
ま
た
前
田
植
「
九
秋
山
賦
」
に

も
「
秋
山
戚
戚
其
無
魚
、
遊
緑
林
而
選
進
」
と
あ
る
。
歳
歳
な
ら
ば
、
毎
年
。

O
六
閥

:
;
局
の
羽
や
興
。
「
戦
国
策
・
楚
策
」
に
、
荘
辛
が
楚
袈
王
に
語
っ
た
言
葉
と
し
て
、

賞
鵠
の
こ
と
を
述
べ
て

「以
管
其
六
閥
、
而
凌
清
風
、
瓢
揺
乎
高
朔
」
と
あ
る
。

O 

紫
虚
・
:
天
空
の
こ
と
。
校
注
は
、
曹
植
「
九
愁
賦
」
に
「
絶
紫
待
而
高
鷲
、
瓢
調
節

ル
」
炉
』

於
天
庭

(紫
容
を
絶
し
て
高
く
驚
せ
、
瓢
と
し
て
節
を
天
庭
に
凋
む
こ
と
あ
る
紫
容

と
同
じ
意
味
だ
ろ
う
と
い
う
。

O
蝉
腕
・
す

っ
ぽ
り
と
抜
け
出
す
こ
と
。
「
史
記

・

屈
原
伝
」
に
、
屈
原
を
評
し
て
「
濯
津
汚
泥
之
中
、
蝉
腕
於
濁
械
(
汚
泥
の
中
で
濃

あ

ら

ぬ

け

だ

淳
い
、
濁
稼
よ
り
蝉
娩
す
こ
と
あ
る
。

O
松
喬
:
赤
松
子
と
王
子
晋
(
子
喬
)
。
い

ず
れ
も
古
代
の
仙
人
。

O
鼎
湖

賞
帝
が
鼎
を
鋳
造
し
た
と
い
う
場
所
。
「
史
記

・

封
禅
書
」
に
、
宝
鼎
の
出
土
を
め
ぐ
る
挿
話
と
し
て
、
武
帝
に
述
べ
た
公
孫
卿
の
言

業
を
載
せ
、
「
黄
帝
釆
首
山
鋼
、
鍛
鼎
於
荊
山
下
。
鼎
既
成
、
有
能
垂
胡
将
、
下
迎
黄

帝
。
:
:
:
故
後
世
図
名
其
成
臼
鼎
湖
」
と
あ
る
。

O
矧
朔
:
・
飛
ぶ
こ
と
。
「
荘
子

・

池
溢
遊
」
に
「
鞠
朔
蓬
高
之
問
、

此
亦
飛
之
至
也

(蓬
誌
の
問
に
捌
朔
す
、

此
も
亦

O
行
遊
出
か
け
る
こ
と
。
市
田
植
「
雑
誌
」(「
文

選
」
巻
三
十
)
に
「
僕
夫
早
般
潟
、
五
回
勝
遠
行
遊
(
僕
夫
早
く
駕
を
殿
め
よ
、
五
回
将

飛
ぶ
の
至
り
な
り
こ
と
あ
る
。

に
遠
く
行
き
て
遊
ば
ん
と
す
)」。

O
扶
桑
:
・
東
海
の
彼
方
に
あ
る
と
い
う
神
木
。「
山

海
経
」
な
ど
に
頻
出
。

O
弱
川
:
神
話
上
の
川
。
昆
忠
岡
山
の
麓
を
流
れ
て
い
る
な
ど

と
い
わ
れ
る
。「
山
海
経
」
な
ど
に
頻
出
。

O
玄
渚
・
:
深
い
池
。
神
話
的
な
も
の
か
。

こ
こ
で
は
「
登
る
」

対
象
と
な

っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仙
界
に
あ
る
と
の
認
識
が
認

九



め
ら
れ
る
。
猿
衡

「西
京
賦
」(「
文
選
」
巻
二
)
に

「海
若
瀞
於
玄
渚
、
鯨
魚
失
流

而
娃
鉄

(海
若
は
玄
渚
に
併
び
、
鯨
魚
は
流
れ
を
失
い
て
嵯
鉄
す
こ

と
あ
る
。
O
丹

丘
:
・
仙
人
の
住
む
と
こ
ろ
で
昼
夜
常
に
明
る
い
と
い
う
。
「楚
辞

・
遠
遊
」
に
「
仰
羽

ト
ゐ

人
於
丹
丘
分
、
印
間
不
死
之
沓
郷

(羽
人
に
丹
丘
に
仰
り
、
不
死
の
哲
郷
に
留
ま
る
こ

と
あ
る
。

-
口
語
訳

人
生
は
百
年
に
満
ち
る
も
の
で
は
な
く
、
戚
戚
と
愁
い
の
み
多
く
駄
娯
す
る

」
と
は
少
な
い
。

(そ
こ
で
)
翼
を
哲

っ
て
飛
び
上
が
り
、
議
雲
を
推
し
拡
げ
て
天
空
遥
か
に
登

ろ
、
っ
と
思
う
。

赤
松
子
や
王
子
晋
の
よ
う
に
、
す

っ
ぽ
り
と
こ
の
批
の
汚
濁
か
ら
抜
け
だ
し
、

地
上
の
痕
跡
を
吹
き
飛
ば
し
て
黄
帝
が
昇
仙
し
た
と
い
う
鼎
湖
に
登
る
。

天
の
上
を
高
く
飛
期
し
、
馬
車
を
遠
く
ま
で
走
ら
せ
て
行
く
。

東
は
神
木
の
扶
桑
が
輝
く
の
を
眺
め
、
西
は
弱
水
が
昆
民
間
山
の
麓
を
流
れ
て
い

る
の
に
臨
む
。

北
は
極
ま
り
ま
で
い

っ
て
玄
渚
に
登
り
、
南
は
朔
せ
て
い

っ
て
丹
丘
に
捗
る
の

で
あ
る
。

.
解
説
天
台
集
は
、
「
鞠
朔
九
天
上
」
以
下
の
六
句
の
み
収
録
し
て
い
る
が
、
本
来
は

十
二
句
か
ら
な
る
も
の
な
の
で
、

全
句
を
あ
げ
た
。

脚
韻
は
、
平
水
韻
で
は
、
娯
・
湖
が

「
虞
平
」
、
虚
が

「
魚
平
」
、
遊

・
流

・

丘
が

「尤
平
」
。

本
詩
は
、

い
わ
ゆ
る
遊
仙
詩
の
ひ
と
つ
。
天
台
集
は
後
半
の
み
収
録
す
る
。

天
台
集
が
収
録
し
て
い
な
い
前
半
に

「
王
子
晋
」
が
登
場
す
る
他、

天
台
山
に

関
わ
り
が
淡
い
語
句
は
見
あ
た
ら
な
い
。
天
台
集
が
な
ぜ
こ
の
詩
を
収
録
し
た

の
か
は
疑
問
が
残
る
。

(以
下
、
続
稿
)

[
注
]
(1
)
天
台
山
を
記
述
の
対
象
と
し
た
山
岳
地
志
に
、

唐
代
の
徐
霊
府
撰
の

「天
台

山
記
」
と
い
う
も
の
が
あ
る
。
現
存
す
る
天
台
山
地
志
と
し
て
最
古
の
も
の
と
し

て
注
目
さ
れ
る
。
こ
の
資
料
に

つ
い
て
は
、
下
記
の
拙
稿
で
検
討
を
加
え
た
。

-
「
唐
徐
霊
府
撰

「
天
台
山
記
」
初
探
」
『中
国
研
究
集
刊
」
(大
阪
大
学
中
国
学
会
)
、

歳
号
(
第
二
九
号
)
、
二
O
O
一
年

-
「国
立
国
会
図
番
館
職

「天
台
山
記
」
に
つ
い
て
」
「汲
古
」
(古
典
研
究
会
)
、

第
四

一
号
、
二
O
O二
年

-
「「天
台
山
記
」
の
流
伝
」
『日
本
中
国
学
会
報
』
、
第
五
五
集
、

二
O
O三
年

-
「「天
台
山
記
」
本
文
研
究

(前
編
)」

『平
成

一
四
年
度
j

一
六
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
(
基
盤
研
究

(C
)(
2
))
研
究
成
果
報
告
書

国
立
国
会
国
語
館
蔵

「
天
台
山
記
」
の
総
合
的
研
究
」
、
二
O
O五
年

-
「
「
天
台
山
記
」
本
文
研
究

(後
編
)」

『平
成

一
七
年
度
j

一
九
年
度
科
学
研
究

費
補
助
金
(
基
継
研
究

(C
)(
2
))
研
究
成
果
報
告
書

日
本
と
中
国
の
地
理

惑
の
比
較
思
想
史
的
研
究
」
、
二
O
O八
年

(2
)
こ
れ
以
外
に
、
南
宋
王
象
之
「
興
地
紀
勝
」
巻
十
こ
に
も
台
州
関
係
の
詩
を

六
十
筒
弱
掲
載
し
て
い
る
が
、
詩
の
全
文
で
は
な
く
断
片
の
引
用
で
あ
る
こ
と
か
ら

今
回
は
検
討
の
主
た
る
対
象
か
ら
外
し
た
。
ま
た
元
代
の
も
の
と
思
わ
れ
る

「天

台
山
志
」
(
「
道
蔵
」

洞
玄
部
記
伝
類
)
に
も
、
柳
泌
や
李
白
の
詩
が
収
録
さ
れ
て



い
る
が
数
編
に
過
ぎ
な
い
の
で
、
こ
れ
も
主
た
る
対
象
か
ら
外
し
た
。

(二
O
O
八
年
九
月
三
O
日
提
出
)

(二
O
O
八
年
十
月
十
七
日
受
理
)




